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TOPICS
・サンラックスグループ子育て支援！

・名古屋油槽所ドライアイスジャケット導入！

・消火用貯水タンクのレンタル開始！

『消火用貯水タンク「people life（ピープルライフ）」デモンストレーション』
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そうそう！ついに、
消火用貯水タンクが完成したから
早速、工場で試してみたんじゃ！

実際に、放水してみたら
意外と距離が出てたよね！あと、
思ってたよりも力がいらなかったね！



■サンラックスグループ子育て世帯への支援制度スタート！

■名古屋油槽所にドライアイスジャケットを導入しました！

～白石班長コメント～

今回この様な賞を頂き驚いているところで

す。と同時に光栄に感じでいます。

日常業務の中で危険に感じているところを

ただ安心に変えたいという思いで提案しました。今回

の受賞は私個人の受賞ではなく、提案を具現化して頂

いたサンラックスの受賞です。今後も皆で危険個所を

撲滅していきましょう。

サンラックスグループでは、今年6月から子育て支援制度をスタートさせま
した。
この制度には、『社員とその家族が安心して子どもを産み、育てられる環境
を整えたい』『未来を担う子どもたちを支援したい』という弊社社長の強い
思いが込められています。
具体的には、「0歳～大学生世代まで」を扶養する社員を対象にお子さんの
年代に応じて、月額１万円～４万円の子育て支援手当を支給します。

■people life（消火用貯水タンク） レンタル開始！

今夏、熱中症対策として名古屋油槽所にドライアイスジャケットを導入しま
した。今まで油槽所は防爆エリアのため、空調服やスポットクーラーの導入
ができずに暑さに悩まされてきました。年々暑さが増す中、どうにかしなけ
ればと・・・そんな中、ついに防爆対応のドライアイスジャケット導入が決
まりました！早速、現場の皆さんへ感想を聞いてみました！

『現場インタビュー』

21エリア 樋野 隆之さん
強力な冷却効果、快適な装着感があ
りストレスも感じにくく、作業効率
もあがり快適です。ドライアイス
ジャケットを着用したことによって
体幹が直接冷やされるので熱中症対
策には効果があると思います。

21エリア 白石 源さん
着用しているとしていないとでは、
やはり全然違うなと思います。
特に冷やしたい脇と背中を冷やせる
のが大きいなと思います。何より
「今、冷やしてるぞ」という気持ち
の面で嬉しく感じます。

第一現場 佐々木 玲央さん
背中脇が冷やされるので暑さによる
ストレスは軽減され、3時間快適に
過ごせる。着心地も軽く、伸縮性が
あり、動きやすいと感じました。

このほか、産前産後支援及び産後ケア支援も実施しています。
産前産後支援は、育児で大変な社員・配偶者にリフレッシュしてもらえるよ
う、お子さんが3歳になるまでの間、ベビーシッターサービスや保育サービ
ス等にかかった費用を月額23,000円まで補助します。
産後ケア支援は、社員の配偶者の出産に伴う世帯収入減をカバーすべく産
前・産後の計90日間、月々10万円 合計30万円を支給します。
本制度により子育て中の社員の生活の安定を図るとともに、未来を担う子ど
もたちの健やかな成長を支えていきます。

対象となる子 １人あたり月額

１歳未満 ２万円

１歳～中学生まで １万円

高校生 ２万円

専門学校生・大学生(22歳以下) ４万円

この度、営業部 宮本 聖也さんが
食品管理を取得しました。

サンラックスグループではコンテナ事業の一環として、自力で初期消火を支援する消火
用貯水タンク『people life（ピープルライフ）』のレンタルを開始いたします。
本設備は、災害時に水道管の破裂や停電など外部動力が失われた状況でもすぐに使用で
き、約1,000ℓの水を備蓄して1分間に100ℓ以上を放出することで、最大10分間にわた
り大量の水を噴出し、火災の拡大を未然に防ぐことが可能です。
女性や高齢者でも簡単に操作できるため、火災を発見したその場で初期消火を行うこと
ができ、さらに断水時には生活用水（シャワーやトイレ等）としても利用できるなど、
防災と生活支援の両面で安心を提供する設備となっています。
是非、弊社営業（容器事業部）までお問い合わせください！

SNSでは、
『ラックスくん物語』が
アニメーションで登場！
ぜひみてね～♪( ･θ･)ノ

【TikTok】
sunluxgr_officIal

【Instagram】
sunlux1946

【YouTube】
sunlux1946

一方で「猛烈な暑さが続くとどうしても暑さが勝ってしまう」「冷却されな
い箇所に熱がこもる」などの意見もありました。ドライアイスジャケットが
あるから大丈夫！ではなく、あくまでも熱中症を防ぐ対策の一つとして捉え、
今後も熱中症対策へ取り組んでいきます。
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